
Ⅶ 令和元年度研究開発事業の
  評価に関する総括表

総括表の評価の欄は、それぞれ以下の区分により決定されています。  

１ 評価を行う時点「課題選定時」  

 Ａ：課題として選定することが適当である。  

 Ｂ：課題として選定することは適当でない。  

２ 評価を行う時点「中間時」  

「継続」：事業を継続することが適当である。  

「終了」：予定より早期に目標達成が可能と考えられる。  

「中止」：当初想定した成果が見込まれない。  

「延長」：当初想定した成果を出すため、研究開発期間を延長する。  

「変更」：新たに発生した類似の課題も併せて研究開発を行うことが適当 

である。 

３ 評価を行う時点「終了時」  

次の「評価の区分」と「成果の分類」を組み合わせて評価しています。  

（１）評価の区分

Ａ：当初設定した成果があった。

Ｂ：一部に成果があった。

Ｃ：成果が認められなかった。

（２）成果の分類

「普及」：普及に移しうる成果があった。

「指導」：技術指導の参考となる成果があった。

「研究」：研究及び技術開発に有効な成果があった。

「行政」：行政施策等に反映しうる成果があった。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
終
了
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

1
久
留
米
白
絣
の
染
色
技

術
開
発

H
2
9
～
3
0

　
久
留
米
絣
に
お
い
て
白
地
の
絣
（
白
絣
）
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
が
、
工
程

に
課
題
が
多
く
限
ら
れ
た
企
業
し
か
生
産
で
き
な
い
。
本
研
究
で
は
、
染

料
の
使
用
量
を
抑
え
、
複
数
に
わ
た
る
工
程
を
省
く
こ
と
で
白
絣
の
量
産

化
技
術
を
確
立
す
る
。
ま
た
、
新
技
術
に
よ
り
白
絣
の
耐
久
性
、
染
色
堅

牢
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
用
途
展
開
を
目
指
す
。

6
,
6
2
0

A
-
普
及

　
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
絣
の

導
入
に
よ
る
久
留
米

絣
の
販
路
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
。
客
先
の
意

見
を
参
考
に
し
た
完
成

度
ア
ッ
プ
を
期
待
す

る
。

2
シ
ル
ク
の
ウ
ォ
ッ
シ
ャ

ブ
ル
加
工
に
関
す
る
研

究
H
2
9
～
3
0

　
近
年
の
和
装
離
れ
に
伴
い
博
多
織
は
減
産
傾
向
に
あ
り
、
業
界
か
ら
は

新
分
野
展
開
を
図
る
た
め
の
製
品
開
発
の
要
望
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、

こ
れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
て
い
た
洗
濯
耐
久
性
を
付
与
し
た
絹
製
品

（
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
シ
ル
ク
）
の
製
造
技
術
に
関
す
る
実
践
的
研
究
開
発

を
行
う
。
得
ら
れ
た
知
見
及
び
技
術
は
広
く
県
内
関
連
企
業
へ
提
供
し
て

い
く
。

3
,
2
6
1

A
-
普
及

　
次
年
度
か
ら
企
業
へ

技
術
移
転
を
始
め
る

予
定
。
今
後
も
継
続
し

た
支
援
を
期
待
す
る
。

3
複
合
化
技
術
を
用
い
た

高
ガ
ス
バ
リ
ア
材
料
の

開
発

H
3
0

　
現
在
食
料
品
関
連
業
界
で
は
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
「
セ
ー
ブ
フ
ー

ド
」
意
識
の
高
ま
り
か
ら
食
品
の
消
費
期
限
延
長
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

消
費
期
限
延
長
の
た
め
、
食
品
包
装
材
に
は
従
来
よ
り
も
高
い
ガ
ス
バ
リ

ア
性
（
ガ
ス
遮
断
性
）
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
特
性
を
満
た
す
た
め
包
装

材
の
多
層
化
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
多
層
成
形
の
設
備
等
が
高
額
で
あ
る

た
め
、
単
一
材
料
に
よ
る
ガ
ス
バ
リ
ア
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
研
究
で
は
、
ガ
ス
バ
リ
ア
性
樹
脂
と
の
ポ
リ
マ
ー
ブ
レ
ン
ド
や
無
機

フ
ィ
ラ
ー
の
充
填
等
複
合
化
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
食
品
包
装
材
の
ガ
ス

バ
リ
ア
性
向
上
を
目
指
す
。

3
,
3
0
8

A
-
研
究

　
基
礎
と
な
る
知
見
蓄

積
に
関
し
て
一
定
の

成
果
が
得
ら
れ
た
。
研

究
補
完
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
県
内
企
業
へ
の

技
術
移
転
を
期
待
す

る
。

4
乳
酸
発
酵
技
術
を
活
用

し
た
県
産
素
材
の
高
付

加
価
値
化

H
2
9
～
3
0

　
企
業
か
ら
乳
酸
菌
を
活
用
す
る
研
究
開
発
支
援
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い

る
。
本
研
究
で
は
、
乳
酸
菌
を
活
用
し
た
新
規
発
酵
食
品
製
造
の
た
め
の

基
盤
技
術
の
確
立
を
目
的
と
す
る
。
本
技
術
を
基
に
乳
酸
発
酵
技
術
導
入

希
望
企
業
の
人
材
育
成
を
行
い
、
技
術
普
及
を
図
る
。

6
,
2
5
1

A
-
普
及

　
研
究
に
よ
り
基
礎

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
知
見
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
普
及
さ

せ
、
実
用
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題
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5
X
線
応
力
解
析
を
活
用
し

た
金
属
表
面
熱
処
理
プ

ロ
セ
ス
の
開
発
支
援

H
2
9
～
3
0

　
金
属
材
料
を
用
い
た
製
品
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
品
質
管
理
や
製
品
の

高
機
能
化
の
要
求
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
影
響
を
及
ぼ
す
残
留
応

力
の
把
握
や
管
理
、
制
御
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
本
研
究
で

は
、
X
線
応
力
解
析
技
術
を
確
立
し
、
金
属
表
面
熱
処
理
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

や
高
機
能
製
品
の
創
出
を
目
的
と
す
る
。

3
,
0
5
9

A
-
普
及

　
金
属
表
面
プ
ロ
セ
ス

に
関
し
て
、
大
変
有
用

な
研
究
結
果
が
得
ら

れ
た
。
今
後
、
県
内
企

業
へ
の
技
術
展
開
を

期
待
す
る
。

6
非
定
常
系
に
お
け
る
熱

交
換
器
の
設
計
技
術
の

開
発

H
2
9
～
3
0

　
通
常
の
熱
交
換
器
は
定
常
状
態
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
O
N
／
O
F
F
制
御

に
よ
る
非
定
常
状
態
で
使
用
さ
れ
る
熱
交
換
器
は
明
確
な
設
計
方
法
が
確

立
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
非
定
常
系
熱
交
換
器
の
熱
交
換
効
率
は
７

割
と
低
く
そ
の
省
エ
ネ
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
多
目

的
最
適
化
ツ
ー
ル
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
非
定
常
系
で
熱
変
換
効
率
の

高
い
熱
交
換
器
の
設
計
支
援
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る
。

3
,
8
3
6

A
-
普
及

　
Ｃ
Ａ
Ｅ
解
析
結
果
を

目
で
見
え
る
形
で
企

業
に
示
す
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
多
目
的
最

適
化
の
事
例
を
積
み

上
げ
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
支
援
の

高
度
化
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

7
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
用

い
た
薄
板
状
フ
ィ
ン
に

お
け
る
熱
流
体
解
析
手

法
の
開
発

H
2
9
～
3
0

　
薄
板
状
フ
ィ
ン
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
お
い
て
重
要

な
部
品
で
あ
る
が
、
熱
流
体
解
析
を
行
う
上
で
薄
板
状
の
部
品
の
モ
デ
ル

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
解
析
精
度
の
向
上
の
た
め
に
は
、
モ
デ
ル
を

改
良
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
汎
用
解
析
ソ
フ
ト
は
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が
非
公

開
の
た
め
改
良
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
の
解
析
ソ
フ
ト
を
用
い
た
薄
板
状
フ
ィ
ン
の
熱
流
体
解
析
手
法

を
開
発
す
る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
強
み
（
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
）
を

活
か
し
た
技
術
支
援
へ
展
開
し
て
い
く
。

4
,
0
0
7

A
-
指
導

　
Ｃ
Ａ
Ｅ
支
援
ラ
ボ
を
強

化
す
る
有
用
な
成
果

が
得
ら
れ
た
。
ノ
ウ
ハ

ウ
を
普
及
さ
せ
る
た

め
、
勉
強
会
や
研
修

会
等
、
企
業
の
人
材

育
成
を
進
め
て
も
ら
い

た
い
。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
中
間
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

1
高
圧
水
素
耐
性
ゴ
ム
の

高
機
能
化

H
3
0
～
R
1

　
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
取
組
ん
で
き
た
研
究
に
よ
り
、
低
温
用
高
圧
水

素
耐
性
ゴ
ム
を
開
発
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
開
発
品
は
バ
ル
ブ
等
の
密

閉
水
素
雰
囲
気
で
の
使
用
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
大
気
に
曝
さ
れ
る
環

境
下
で
進
行
す
る
酸
化
劣
化
に
つ
い
て
は
、
設
計
上
の
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
本
研
究
で
は
、
基
本
物
性
、
低
温
特
性
お
よ
び
耐
候
性
を
両
立

で
き
る
配
合
探
索
を
行
い
、
よ
り
広
い
温
度
範
囲
で
、
使
い
勝
手
の
良
い

低
温
用
高
圧
水
素
耐
性
ゴ
ム
の
開
発
を
目
指
す
。

7
,
2
2
8

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。

2
イ
ブ
シ
加
工
法
を
活
用

し
た
や
き
も
の
製
品
の

開
発

H
3
0
～
R
1

　
古
く
か
ら
瓦
製
造
法
と
し
て
知
ら
れ
る
「
イ
ブ
シ
加
工
法
」
は
、
高
温

域
を
利
用
し
て
緻
密
な
炭
素
膜
を
部
材
表
面
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
技
術

で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
加
工
技
術
を
県
内
の
や
き
も

の
製
品
づ
く
り
に
活
用
し
、
顔
料
由
来
で
は
得
ら
れ
な
い
イ
ブ
シ
独
特
の

風
合
い
や
、
釉
薬
の
還
元
に
よ
る
従
前
に
な
い
窯
変
な
ど
、
新
た
な
商
品

開
発
を
目
指
す
。

3
,
1
3
0

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。

3
銅
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
電
極

に
お
け
る
銅
合
金
製
金

型
入
子
に
お
け
る
放
電

加
工
技
術
の
高
速
化

H
3
0
～
R
1

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
射
出
成
形
金
型
に
お
い
て
は
、
成
形
時
間
の
短
縮

が
生
産
性
に
直
結
す
る
た
め
、
加
熱
、
樹
脂
の
充
填
、
冷
却
、
取
り
出
し

ま
で
の
工
程
を
短
縮
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
金
型
の
入
子
と
し
て
熱
伝
導
性
が
優
れ
て
い
る
「
銅
合
金
」
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
銅
合
金
は
そ
の
熱
伝
導
性
が
良
好

な
こ
と
か
ら
、
入
子
（
金
型
部
品
）
に
加
工
す
る
際
の
加
工
速
度
の
低

下
、
加
工
精
度
の
低
下
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
こ

れ
ま
で
難
削
材
に
お
い
て
優
れ
た
加
工
性
を
確
認
し
た
銅
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト

電
極
を
用
い
て
、
課
題
の
解
決
を
図
る
。

4
,
5
2
7

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題
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4
C
F
R
T
P
用
途
拡
大
の
た
め

の
板
金
加
工
を
利
用
し

た
板
成
形
技
術
の
開
発

H
3
0
～
R
1

　
輸
送
機
器
や
医
療
用
・
検
査
用
装
置
等
の
軽
量
化
へ
の
要
望
か
ら
、
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｐ
（
熱
可
塑
性
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
市
販
の
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｐ
シ
ー
ト
は
引
張
強
度
が
鉄
や
ア
ル
ミ
と
同
等

で
あ
る
事
か
ら
、
板
金
加
工
を
利
用
し
た
成
形
が
可
能
に
な
れ
ば
大
型
の

金
型
が
不
要
と
な
り
、
用
途
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で

は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｐ
シ
ー
ト
の
板
金
加
工
に
必
要
な
、
加
熱
、
成
形
、
接
合

等
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
県
内
中
小
企
業
に
お
け
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｔ
Ｐ
の
活

用
を
促
進
す
る
。

6
,
7
4
2

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。

5
中
小
企
業
向
け
I
o
T
支
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発

H
3
0
～
R
1

　
中
小
企
業
の
I
o
T
活
用
に
お
い
て
は
、
I
o
T
に
関
連
す
る
人
材
・
技
術
の

不
足
と
I
o
T
導
入
の
費
用
対
効
果
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
障
壁
と
な
っ
て
い

る
。
本
研
究
で
は
、
I
o
T
に
関
心
は
あ
る
が
導
入
に
踏
み
切
れ
て
い
な
い
県

内
中
小
企
業
を
対
象
と
し
て
、
I
o
T
導
入
支
援
キ
ッ
ト
を
開
発
し
、
導
入
支

援
（
I
o
T
導
入
支
援
キ
ッ
ト
を
活
用
し
て
生
産
現
場
等
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
テ

ス
ト
を
実
施
）
か
ら
自
立
化
支
援
（
企
業
自
ら
I
o
T
シ
ス
テ
ム
を
構
築
ま
た

は
活
用
）
ま
で
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を
実
施
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
I
o
T
活

用
の
有
用
性
へ
の
気
付
き
を
促
す
と
と
も
に
、
I
o
T
関
連
技
術
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
、
I
o
T
導
入
促
進
を
図
る
。

4
,
8
9
4

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。

6
応
答
曲
面
法
を
活
用
し

た
軽
量
化
の
最
適
設
計

技
術
の
開
発

H
3
0
～
R
1

　
C
A
E
解
析
を
中
核
と
し
、
材
料
物
性
測
定
か
ら
、
設
計
、
試
作
、
機
能
評

価
ま
で
の
一
連
の
製
品
開
発
過
程
を
支
援
で
き
る
C
A
E
支
援
ラ
ボ
を
H
2
7
に

開
設
し
、
県
内
企
業
の
短
期
間
・
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
製
品
開
発
の
支

援
を
進
め
て
い
る
。
C
A
E
を
活
用
す
る
こ
と
で
製
品
の
試
作
回
数
は
減
る
一

方
、
解
析
モ
デ
ル
は
試
行
錯
誤
に
よ
り
最
適
化
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
の
構

築
に
時
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
試

行
錯
誤
の
回
数
を
減
ら
す
た
め
に
、
応
答
曲
面
法
を
C
A
E
に
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
複
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
効
率
的
に
最
適
化
で
き
る
技
術
の
確
立
を

目
指
す
。
事
業
終
了
後
は
得
ら
れ
た
成
果
を
使
い
こ
な
す
人
材
育
成
を
行

い
、
県
内
企
業
に
広
く
普
及
さ
せ
、
企
画
提
案
力
の
向
上
や
開
発
型
企
業

へ
の
成
長
に
繋
げ
て
い
く
。

3
,
2
9
9

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。
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7
繊
維
‐
機
能
材
料
間
の

相
互
作
用
制
御
に
よ
る

最
適
加
工
条
件
の
確
立

R
1
～
2

　
筑
後
地
域
に
は
「
先
染
綿
織
物
」
産
地
が
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し

て
「
久
留
米
縞
」
に
取
組
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
現
代
風
の
デ
ザ
イ
ン

や
製
品
開
発
に
加
え
て
、
染
色
堅
牢
度
を
向
上
（
色
落
ち
し
な
い
）
さ
せ

て
高
い
「
ブ
ラ
ン
ド
品
質
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
湿
摩
擦
や
洗
濯
に
対
す
る
染
色
堅
牢
度
の
向
上
を

目
的
に
、
加
工
浴
中
の
繊
維
と
染
料
（
機
能
性
材
料
な
ど
）
と
の
相
互
作

用
を
明
ら
か
に
し
て
最
適
な
加
工
条
件
を
見
出
し
、
目
標
と
す
る
デ
パ
ー

ト
基
準
を
上
回
る
染
色
堅
牢
度
を
達
成
す
る
。

5
,
4
1
9

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。

8
C
A
E
解
析
に
よ
る
脚
物
家

具
の
構
造
強
度
評
価
方

法

R
1
～
2

　
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
等
の
脚
物
家
具
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
加
え
て
製
品
強

度
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
強
度
不
足
の
場
合
は
設
計
か
ら
や
り
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
く
の
手
間
お
よ
び
費
用
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で

本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
家
具
業
界
で
は
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
C
A
E
に

よ
る
応
力
解
析
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
設
計
段
階
で
脚
物
家
具
の
構
造
強

度
を
予
想
す
る
手
法
を
開
発
す
る
。
こ
の
技
術
を
確
立
す
る
こ
と
で
製
品

強
度
が
担
保
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
脚
物
家
具
の
設
計
が
容
易
に
な

り
、
製
品
開
発
コ
ス
ト
の
低
減
に
繋
が
る
。

3
,
0
4
5

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。

9
次
世
代
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
に
対
応
し

た
省
資
源
・
低
抵
抗

め
っ
き
技
術
の
開
発

R
1
～
2

　
通
信
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
利
用
増
加
が
見
込
ま
れ
る
電
気
接
点
に

は
低
抵
抗
、
化
学
的
安
定
性
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
銅
に
金
め
っ
き
を
施

し
た
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
現
在
の
電
気
接
点
は
高
価
で

あ
り
、
コ
ス
ト
削
減
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
金

め
っ
き
に
代
わ
る
安
価
か
つ
低
抵
抗
・
高
耐
久
性
を
有
す
る
新
た
な
め
っ

き
技
術
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
銅
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ム
へ
の
導
電
材
料
の

置
換
に
対
応
す
る
新
規
め
っ
き
技
術
を
開
発
す
る
。

6
,
2
3
5

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。

1
0
振
動
解
析
技
術
の
確
立

に
よ
る
C
A
E
を
活
用
し
た

設
計
・
製
品
開
発
の
強

化

R
1
～
2

　
C
A
E
解
析
を
中
核
と
し
、
材
料
物
性
測
定
か
ら
、
設
計
、
試
作
、
機
能
評

価
ま
で
の
一
連
の
製
品
開
発
過
程
を
支
援
で
き
る
C
A
E
支
援
ラ
ボ
を
H
2
7
に

開
設
し
、
県
内
企
業
の
短
期
間
・
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
製
品
開
発
の
支

援
を
進
め
て
い
る
。
近
年
、
車
両
用
部
品
や
電
子
部
品
等
に
対
す
る
振
動

耐
性
へ
の
要
求
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
C
A
E
に
よ
る
振
動
解
析
技
術
が
製

品
開
発
支
援
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
C
A
E
解

析
技
術
と
H
2
9
年
度
に
導
入
し
た
振
動
試
験
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
振
動
解

析
技
術
を
確
立
し
、
耐
振
動
性
が
求
め
ら
れ
る
部
品
の
開
発
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

4
,
8
3
1

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。
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1
1
ト
ポ
ロ
ジ
ー
・
形
状
最

適
化
に
よ
る
軽
量
構
造

の
設
計
手
法
の
開
発

R
1
～
2

　
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
車
、
機
械
装
置
等
の
開
発
で
永
続
的
な
課
題
で
あ
る

「
軽
量
化
」
に
対
し
、
多
く
の
場
合
、
素
材
の
高
強
度
化
や
置
換
、
設
計

上
の
工
夫
で
対
応
し
て
い
る
が
、
よ
り
効
果
的
な
設
計
手
法
と
し
て
ト
ポ

ロ
ジ
ー
最
適
化
・
形
状
最
適
化
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
開
発
で
は
、
同

手
法
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
組
み
合
わ
せ
、
「
最
適
設
計
→
造
形
→
検
証
→

実
利
用
」
の
流
れ
を
持
つ
軽
量
構
造
設
計
手
法
を
開
発
し
、
「
軽
量
化
」

に
挑
戦
す
る
企
業
へ
の
開
発
支
援
や
技
術
移
転
を
進
め
る
。

3
,
5
8
0

継
続

　
計
画
通
り
進
捗
し
て

お
り
継
続
す
る
。
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（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
課
題
選
定
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

商
工
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

1
高
染
色
堅
ろ
う
性
省
エ
ネ

型
染
色
法
に
関
す
る
研
究

R
2
～
3

　
博
多
織
業
界
で
は
、
近
年
の
和
装
離
れ
か
ら
減
産
傾
向
に
あ
り
生
産
量

回
復
の
た
め
、
新
分
野
と
し
て
洋
装
へ
の
展
開
を
模
索
し
て
い
る
。
し
か

し
、
洋
装
と
し
て
用
い
る
に
は
染
色
堅
ろ
う
度
（
色
落
ち
の
し
に
く

さ
）
、
特
に
摩
擦
堅
ろ
う
度
の
低
さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
見
出
さ
れ
た
摩
擦
堅
ろ
う
性
に
優
れ
た
染
色

系
に
つ
い
て
そ
の
実
用
化
の
検
討
を
行
う
。
こ
の
染
色
系
は
、
従
来
よ
り

低
温
で
染
色
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
省
エ
ネ
に
よ
る
製
造
コ
ス
ト
削
減

及
び
作
業
環
境
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

6
,0
6
0

A

　
博
多
織
業
界
を
支

え
る
染
色
整
理
業
支

援
の
た
め
に
実
施
が

必
要
。
事
業
終
了
後

は
、
博
多
織
業
界
と

連
携
し
本
技
術
を
活

用
し
た
製
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

2
高
圧
水
素
用
長
寿
命
ゴ
ム

の
開
発

R
2
～
3

　
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
低
温
用
高
圧
水
素
耐
性
ゴ
ム
を
開
発
し
て
お

り
、
現
在
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
サ
ン
プ
ル
ワ
ー
ク
中
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ー
複
数

企
業
で
の
評
価
が
進
む
中
で
、
川
下
企
業
独
自
の
試
験
法
に
お
い
て
、
比

較
的
早
期
に
漏
れ
が
発
生
、
ま
た
は
、
ブ
リ
ス
タ
破
壊
が
生
じ
る
と
い
う

問
題
が
報
告
さ
れ
始
め
、
地
場
企
業
は
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
研

究
で
は
地
場
企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、
圧
縮
永
久
歪
改
善
（
漏
れ
対

策
）
、
成
形
手
法
改
良
・
力
学
物
性
向
上
・
ガ
ス
透
過
率
向
上
（
ブ
リ
ス

タ
対
策
）
に
よ
る
解
決
を
目
指
す
。

2
,9
3
0

A

　
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー

ズ
対
応
か
ら
ゴ
ム

メ
ー
カ
ー
の
生
産
技

術
確
立
ま
で
確
実
に

フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て

ゆ
く
た
め
に
実
施
が

必
要
な
課
題
で
あ

る
。

3
相
転
移
を
伴
う
食
品
加
工

に
お
け
る
物
理
的
性
質
評

価
お
よ
び
品
質
制
御
技
術

の
開
発

R
2
～
3

　
乾
燥
や
冷
却
に
よ
る
ガ
ラ
ス
・
ラ
バ
ー
化
、
２
食
材
以
上
の
混
合
物
の

加
熱
・
攪
拌
等
に
よ
る
均
質
化
（
ゾ
ル
・
ゲ
ル
・
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
化
）
と

い
っ
た
食
品
加
工
に
お
け
る
相
転
移
は
、
食
品
の
食
感
・
呈
味
性
、
外
観

に
劇
的
な
変
化
を
起
こ
す
重
要
な
物
理
現
象
で
あ
る
。
一
方
で
、
相
転
移

の
制
御
に
は
食
材
の
配
合
比
や
温
度
変
化
速
度
な
ど
に
高
度
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
県
内
企
業
単
独
で
の
開
発
に
は
困
難
な
場
合
が
多

く
、
制
御
技
術
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で

は
、
食
品
の
相
転
移
に
お
け
る
物
理
的
性
質
評
価
お
よ
び
品
質
制
御
技
術

の
開
発
を
行
い
、
企
業
支
援
の
基
盤
技
術
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

5
,7
4
9

A

　
企
業
技
術
者
に
対

し
、
科
学
的
理
解
に

基
づ
く
自
立
し
た
応

用
開
発
が
可
能
と
な

る
指
導
を
継
続
的
に

実
施
す
る
た
め
に
取

組
が
必
要
な
課
題
で

あ
る
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題
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4
木
材
曲
げ
加
工
技
術
の
開

発

R
2
～
3

　
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
た
に
整
備
し
た
「
家
具
試
作
・
評
価
支

援
ラ
ボ
」
を
活
用
し
、
木
材
の
曲
げ
加
工
技
術
確
立
お
よ
び
技
術
移
転
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
研
究
で
は
、
積
層
曲
げ
加
工
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

家
具
部
材
の
物
性
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
無
垢
材
の
曲
木
加
工
に
適
し

た
前
処
理
と
し
て
、
「
化
学
処
理
」
に
よ
る
木
材
の
軟
化
技
術
開
発
を
行

う
。
開
発
し
た
技
術
を
県
内
企
業
へ
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
曲
げ
部
材

を
用
い
た
「
脚
物
家
具
」
製
造
促
進
を
図
る
。

4
,7
7
2

A

　
他
産
地
に
は
な
い

木
材
曲
げ
技
術
と
し

て
「
積
層
曲
げ
」
の

物
性
デ
ー
タ
の
蓄

積
、
無
垢
材
曲
げ
加

工
を
行
っ
て
い
る
企

業
の
生
産
性
や
歩
留

ま
り
の
向
上
を
図
る

た
め
に
必
要
な
課
題

で
あ
る
。

5
C
A
E
回
数
を
低
減
し
た
プ

レ
ス
金
型
設
計
技
術
の
開

発

R
2
～
3

　
自
動
車
関
連
企
業
に
お
い
て
、
試
作
回
数
を
低
減
す
る
た
め
に
Ｃ
Ａ
Ｅ

を
活
用
し
た
も
の
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。
プ
レ
ス
金
型
関
連
企
業
で
は

歩
留
ま
り
を
考
慮
し
パ
ッ
ド
を
使
用
し
た
曲
げ
、
成
形
圧
に
よ
る
曲
面
曲

げ
等
の
加
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
曲
げ
加
工
時
に
は
、
加
工
後
に
圧

力
を
除
く
と
若
干
元
の
形
状
に
戻
る
「
ス
プ
リ
ン
グ
バ
ッ
ク
（
Ｓ
Ｂ
）
現

象
」
が
起
こ
る
。
設
計
現
場
で
Ｓ
Ｂ
を
見
込
ん
だ
曲
げ
、
曲
げ
角
度
を
求

め
る
に
は
繰
返
し
Ｃ
Ａ
Ｅ
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
時
間
を
要
す
る
点

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
Ｓ
Ｂ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成

し
、
簡
易
的
な
見
込
み
設
計
技
術
を
確
立
し
Ｃ
Ａ
Ｅ
回
数
を
低
減
す
る
こ

と
で
開
発
機
関
短
縮
を
目
指
す
。

2
,1
6
2

A

　
プ
レ
ス
金
型
関
連

企
業
が
保
有
し
て
い

る
設
計
経
験
値
よ
り

高
精
度
な
見
込
設
計

ツ
ー
ル
作
成
に
必
要

な
課
題
。
設
計
時
間

や
開
発
時
間
短
縮
は

生
産
性
向
上
へ
の
寄

与
も
期
待
で
き
る
。

789



（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
農
林
業
総
合
試
験
場
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
終
了
時
」

農
林
水
産
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

1
「
秋
王
」
ブ
ラ
ン
ド
化

支
援
技
術
開
発
事
業

H
2
8
～
3
0

　
出
荷
期
間
の
短
い
「
秋
王
」
が
消
費
者
の
目
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す

た
め
、
長
期
貯
蔵
技
術
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
サ
ク
サ
ク
感
を
残
し
た

カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
製
造
技
術
を
開
発
し
、
「
秋
王
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支

援
す
る
。

9
,
4
5
3

A
－
普
及

・
県
が
育
成
し
た
品

種
で
あ
る
「
秋
王
」

の
品
質
維
持
に
取
り

組
ん
だ
本
研
究
は
地

域
貢
献
度
が
高
く
、

目
標
の
達
成
度
も
高

い
。

・
得
ら
れ
た
研
究
成

果
は
現
場
へ
の
導
入

が
比
較
的
容
易
で
あ

り
、
今
後
の
普
及
性

も
高
い
と
判
断
で
き

る
。

2
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
花
粉

安
定
供
給
技
術
開
発
事

業

H
2
8
～
3
0

　
供
給
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
輸
入
人
工
授
粉
用
花
粉
か
ら
の
脱
却
を

図
る
た
め
、
花
粉
を
省
力
的
か
つ
安
全
に
自
家
採
種
で
き
る
技
術
を
開
発

し
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
安
定
生
産
を
目
指
す
。

8
,
6
0
2

A
－
普
及

・
安
定
的
な
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
栽
培
を
継

続
す
る
た
め
の
技
術

体
系
の
う
ち
、
花
粉

安
定
供
給
技
術
は
必

要
不
可
欠
な
要
素
で

あ
る
。

・
本
事
業
で
は
、
３

つ
の
目
標
そ
れ
ぞ
れ

に
、
実
用
に
十
分
堪

え
う
る
成
果
が
得
ら

れ
た
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

790



（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
農
林
業
総
合
試
験
場
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
課
題
選
定
時
」

農
林
水
産
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

1
ナ
シ
新
品
種
「
玉
水
」
早
期

普
及
技
術
開
発
事
業

R
2
～
4

　
環
境
ス
ト
レ
ス
に
強
い
マ
メ
ナ
シ
台
木
に
接
ぎ
木
し
た
苗
木
を
育
成

し
、
低
樹
高
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
仕
立
て
に
よ
る
作
業
軽
労
化
と
早
期
成
園

化
を
図
る
こ
と
で
、
県
が
育
成
し
た
ナ
シ
新
品
種
「
玉
水
」
の
早
期
普
及

と
産
地
形
成
に
つ
な
げ
る
。

2
0
,
1
5
4

A

・
今
後
予
測
さ
れ
る

異
常
気
象
の
多
発

や
、
後
継
者
不
足
に

対
応
す
る
た
め
必
要

な
研
究
で
あ
り
、
育

成
し
た
品
種
の
普
及

に
も
有
効
な
技
術
と

な
り
得
、
高
い
成
果

が
期
待
で
き
る
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

791



（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
終
了
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

農
林
水
産
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

1
ノ
リ
安
定
採
苗
技
術
開

発
に
関
す
る
研
究

H
2
8
～
H
3
0

　
猛
暑
等
、
近
年
の
気
候
変
動
に
対
応
で
き
る
、
新
た
な
ノ
リ
の
「
タ

ネ
」
の
放
出
促
進
、
抑
制
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
な
採
苗
の
安
定
化
技

術
の
開
発
す
る
。

①
ノ
リ
の
「
タ
ネ
」
の
放
出
促
進

　
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
添
加
で
、
「
タ
ネ
」
の
放
出
開
始
は
早
ま
り
、
「
タ

ネ
」
の
放
出
数
は
増
加
し
た
。
ま
た
、
「
タ
ネ
」
の
放
出
に
適
さ
な
い
高

水
温
下
で
も
、
通
常
と
同
等
の
「
タ
ネ
」
を
放
出
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

②
ノ
リ
の
「
タ
ネ
」
の
放
出
抑
制

　
熟
度
が
進
行
し
た
「
タ
ネ
」
に
対
し
、
暗
黒
条
件
等
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
、
「
タ
ネ
」
の
放
出
が
抑
制
さ
れ
、
抑
制
解
除
後
は
速
や
か
に
「
タ

ネ
」
が
放
出
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

8
,
3
5
8

Ａ
-
研
究
・

普
及

　
本
研
究
の
成
果

は
、
福
岡
県
独
自
の

成
果
と
し
て
評
価
で

き
、
緊
急
時
に
漁
業

者
が
利
用
可
能
な
技

術
で
あ
り
、
採
苗
の

安
定
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
。

2
エ
ツ
種
苗
放
流
技
術
の

向
上
に
関
す
る
研
究

H
2
8
～
H
3
0

　
本
県
特
産
魚
で
あ
る
エ
ツ
に
つ
い
て
、
活
力
が
高
い
種
苗
生
産
技
術
を

開
発
す
る
と
と
も
に
、
産
卵
・
回
遊
生
態
等
の
環
境
条
件
を
把
握
す
る
。

①
配
合
飼
料
を
使
っ
た
種
苗
生
産
技
術
の
開
発

　
配
合
飼
料
の
給
餌
開
始
時
期
の
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
生
物
餌
料
と

比
較
し
て
生
残
率
は
劣
る
も
の
の
、
孵
化
後
1
5
日
以
降
か
ら
給
餌
が
可
能

で
あ
っ
た
。
今
後
、
生
物
餌
料
と
併
用
す
る
こ
と
で
生
残
率
の
向
上
が
期

待
で
き
る
。

②
エ
ツ
の
耳
石
解
析
に
よ
る
産
卵
・
回
遊
生
態
の
把
握

　
耳
石
中
の
微
量
元
素
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
河
川
へ
の
遡
上
回
数
や
産

地
判
別
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
こ
の
技
術
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
エ
ツ
の
資
源
管
理
や
放
流
技
術
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

4
0
,
0
6
8

Ａ
-
研
究

　
本
研
究
の
成
果

は
、
福
岡
県
独
自
の

成
果
と
し
て
評
価
で

き
、
開
発
さ
れ
た
技

術
に
つ
い
て
、
今

後
、
更
な
る
技
術
改

良
を
重
ね
る
こ
と

で
、
種
苗
生
産
の
効

率
化
が
期
待
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

792



（
様
式
４
号
）

○
研
究
機
関
名
「
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
」

○
評
価
を
行
う
時
点
「
課
題
選
定
時
」
（
研
究
開
発
の
課
題
選
定
時
、
中
間
時
、
終
了
時
ご
と
に
作
成
）

農
林
水
産
部

研
究
開
発
期
間

研
究
開
発
の
目
標
・
概
要

予
算
額
（
千
円
）

評
価

理
由

1
ス
マ
ー
ト
水
産
業
の
推

進
（
漁
業
・
養
殖
業
の

効
率
化
技
術
の
開
発
）

R
2
～
R
4

　
こ
れ
ま
で
経
験
や
勘
に
頼
っ
て
き
た
漁
業
や
養
殖
業
の
漁
労
活
動
に
つ

い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
ス
マ
ー
ト
技
術
を
活
用
し
た
効
率
化
技
術
を
開
発

し
、
若
手
漁
業
者
の
就
業
支
援
や
漁
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
。

①
有
明
海
の
ス
マ
ー
ト
化
の
推
進

・
自
動
観
測
機
器
を
整
備
し
、
漁
業
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ

て
、
1
0
分
間
隔
の
水
温
や
潮
位
な
ど
の
き
め
細
か
い
情
報
を
入
手
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
。

②
豊
前
海
の
ス
マ
ー
ト
化
に
向
け
た
調
査

・
モ
デ
ル
漁
場
に
自
動
観
測
装
置
を
設
置
し
、
水
温
等
の
観
測
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
カ
キ
の
生
育
状
況
や
様
々
な
魚
種
と
海
況
と
の
関
係
を
調
査
す

る
。

6
9
,
5
7
5

Ａ

　
漁
業
者
の
効
率
的

な
操
業
や
後
継
者
の

育
成
を
図
る
た
め
に

必
要
性
の
高
い
研
究

で
あ
る
。

研
究
開
発
事
業
の
評
価
に
関
す
る
総
括
表

研
究
開
発
課
題

793
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